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（ 1 ） この点については、日本生活協同組合連合会編著（2016）、33～36ページを参照のこと。
（ 2 ） 生活協同組合の地域コミュニティづくりに関する活動については、石井（2017）、22～26ページを参
照のこと。
（ 3 ） 生活協同組合の種類については、日本生活協同組合連合会編著（2016）、36～39ページを参照のこと。
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（ 4 ） Smith,Bucklin & Associates (1994), pp.95-96.
（ 5 ） Sargeant (1999), p.17.
（ 6 ） Ibid.,p.17.
（ 7 ） Ibid.,p.17.
（ 8 ） Ibid.,p.17.
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